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山田農場の平和と
希望宣言 2015-07-27

　　　　　

平和について、そして戦争について、日々

考え、話し合う時間が多く必要とされる時

になってきました。

これまでも、山田農場なりの様々な発信を

してきたつもりですが、今もう一度、自分

たちの暮らしを振り返り、自分へのメッセー

ジ、皆さんへのメッセージをきちんと意思

表示することで、新しい一歩を踏み出そう

と思っています。

人それぞれに想いはあり、戦争についても

平和についても、想いに大きいも小さいも

なく、それを大事にすくいあげ、一つ一つ

を繋げることに何か大事な意味があるん

じゃないかと。

私たちなりの「平和」について考えたこと

を形にしてみようと思います。

想いを口にすることで繋がる言葉がありま

す。私たちの言葉です。

少し長いけ

ど、読んで

いただけた

ら嬉しいで

す。

「山田農場の平和と　　

　　　　　　希望宣言」

私たちは戦争に反対します。

安倍内閣の、戦争につながるような安保法

案にも反対します。

私たちは農民です。

農民は大地から人を生かす食べ物を作りま

す。

でも、戦争は人や大地や地球のものすべて

を壊します。だから絶対反対です。

私たちは自給自足を目指しつつ、そこそこ

自給＋ときどき他給＝けっこう自給

という暮らしをしています。

そうすると見えてくるものがあります。

自給自足の本質は経済至上主義的なシステ

ムからの「独立」だということです。

自分で作るもので賄う、又は仲間と物々交

換したり、助け合うことで暮らしを支え合

う。

足りないものを他から持ってくる事をでき

るだけせず、その土地の条件で得られるこ

とで足りるとする。

家族や仲間が居ることで満足し、そこ

にあるもので足りたとき、その暮らし

は少しずつ「独立」していくのだと思

います。

私たちはお金を出して欲しいものを買

うということが、どういうことかをい

つも考えます。

自分の利益だけを考えたとき、自分の幸せ

だけを考えたとき、知らず知らずのうちに

戦争へと繋がってしまっているのではない

か・・

その連鎖を一つでも多く気付き、止めてい

けば、自ずと平和に向かっていくのではな

いかと思うからです。

だから自給自足は自己満足でも、

自分たちの幸せだけを考えたものでもなく、

「他から持ってこない」、「お金だけで解決し

ない」ことを、より深く見つめた暮らしだ

と思うのです。

そういう暮らしを一つ一つ、

一人一人の手に取り戻していくことで

大切なものが見えてくる気がします。

家族と子どもたちは、いつも近くにいて、

食べるものや暮らしに必要なものを作って

いく。

多くを求める必要もなく、あるものを大事

にし、「大切に暮らす」ということを学んで

いきます。

食べ物は体を作り、心を作ります。

それは曲がったキュウリでも、虫食いのキャ

ベツでも、形の悪いジャガイモでもいいの

です。

みんなで力を出し合い、楽しく美味しく食

べ、どうやったら春夏秋冬の糧を得られる

かを相談し合うことで、どんどん賢くなっ

ていきます。

その積み重ねが子どもたちの生きていく力

になり、それが「希望」になっていくと思

うのです。

未来を生きる子どもたちへの「希望」を、

そして全ての生きる人や動物たちへの「平

和」を、いつも考え続け、祈り、大切に暮

らすこと、

そして自分の責任として、きちんと意思表

示することが、

今もこれからも「戦争をしない世界」につ

ながる一歩だと信じています。

（2015 年　7月　山田農場一同） 
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ピースウォーク 
in 大沼 2015-08-11
先日、第 1回目のピースウォークをしました。

1日目は函館で。2日目は大沼で。

たまたま遊びに来ていた友人家族と子ども

たちで歩きました。

小さな小さなデモ。思うことを紙に書いて、

静かに想いを持って歩きました。

今は会って話して繋がることが一番大事な

気がするの。

正直に。自分の言葉で。自分の思想で。

戦争はいやじゃあ～！

平和がいい～！

（うちの羊毛フェルトを使って作りま

した）

ある体内記憶の研究者の話。

子どもたちに、体内記憶を聞くと

まず１００％の子が、「自分でお母さんを選

んで生まれてきた」

って言うんだって。（ポイントはお父さん

じゃなくてお母さん！嬉！）

だから母は無条件に子を守りたいと思うの

かなあ。

じゃあ、何のために生まれてきたの？って

聞くと、これもまた１００％の子が、「人の

役に立ちたいから」

って言うんだって。（この「人」って、ほと

んどがお母さんなんだって！）

人の役に立ちたいから、お母さんの役に立

ちたいからって生まれてきた子たちが、

戦争する世界を望むだろうか。

小 1の息子だって

「戦争はいけないよね」って言います。

「だって物や命を奪うから」

「みんなが悲しむから」

だから大人も言わないと。

正直に生きよう。

ピースウォーク

は月一くらいで

続けたいと思っ

ています。

飛び入り大歓迎

です！ 
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